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れた者については、福祉事務所が主治医訪問を行い、主治医から意見を聴

取させていただく場合があります。 

 （２）重複投薬の指導対象者のうち、処方されている薬剤の総量や頻度が顕著

に多い場合は、本人へ指導した上で、福祉事務所が医療機関・薬局に対し

て、投与日数や投与量に注意を払ってもらうよう協力要請をさせていた

だく場合があります。 

（３）多剤投与の指導対象者について、福祉事務所が対象者に適正な処方種類

数の目安等の指導を行うとともに、必要に応じ、指導の結果等について医

療機関・薬局に対して情報提供をさせていただく場合があります。 

（４）多剤投与の指導対象者のうち、服薬管理方法の見直し等が必要な場合又

は処方内容の調整が必要と考えられる場合は、福祉事務所が対象者に対

して、服薬に関する医療機関・薬局への相談勧奨を行う場合があります。 

なお、処方内容の調整が必要と考えられる場合は、福祉事務所が医療機

関・薬局に対して協力要請をさせていただく場合があります。 

 

３ その他 

  本事業の実施主体は福祉事務所であり、該当の生活保護受給者と医療機関・

薬局の間に本事業によるトラブルが生じた場合、福祉事務所が責任をもって

対応するとされております。 

 

以上 
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